Japanese Lacquer Urushi Artist NANBU Kichiei and the Inami Lacquer Urushi by 長谷川 総一郎 & 齊藤 晴之
94 富山大学 芸術文化学部紀要　第5巻　平成23年2月
漆芸家南部吉英と井波漆
Japanese Lacquer Urushi Artist NANBU Kichiei and the Inami Lacquer Urushi  
一般論文
●  長谷川総一郎、齊藤晴之／富山大学芸術文化学部
HASEGAWA Soichiro,  SAITO Haruyuki / The Faculty of Art and Design,  University of Toyama















































































平成 22 年 11月17日受理














































































































































漆二曲屏風「COMPOSITION - 街」1970 年












会会長を務めた50 歳代。しかし数年後、日展での 27 回
もの入選実績をあとにして日展から去ることを決意する。
（5）伝統回帰の時代―フリーランスの漆芸家
 　84 年から2000 年頃まで。年齢は 64 歳から死去の













































































昭和 7 年（1932）12 歳 
3月 旧井波尋常小学校卒業。
4月 旧井波高等小学校入学。
昭和 8 年（1933）13 歳    
旧井波高等小学校校長室に瑞泉寺山門を描いた図画が
展示される。2~3 年生。
昭和 9 年（1934）14 歳 




昭和 10 年（1935）15 歳 
3月 旧井波高等小学校 3 年卒業。父のもとで家業の塗
師屋を手伝う。
10 月  家業を継ぐことを嫌ったが、父の勧めと当時の
町長綿貫栄の仲介により京都の宮内庁御用達漆塗師 3
代平尾伝右衛門伝三に弟子入りする（年季明けせず、
2 年半居た）※ 18。   






昭和 13 年（1938）18 歳 
6月 陸軍工科学校第 19 期銃工科（2 年制、現在の後
楽園の場所）に入学。兵器の開発や整備などを学ぶ。




昭和 19 年（1939）24 歳 
3月 陸軍予科士官学校（大泉学園町）入学。








昭和 20 年（1945）25 歳 
10月 病身の父、漆塗師・吉蔵のいる井波の自宅に復
員し、一時、飛島組（現在の飛島建設）に勤務する。








昭和 24 年（1949）26 歳     
この頃より日展入選を目指して研鑚をつむ。井波町で
は昭和 16 年文展工芸部 5 人入選を契機として、職人
の美術作家登竜への気運が高まり、日展を舞台に毎年
入選者や、その後特選受賞者があらわれた。
昭和 25 年（1950）30 歳  
4 月 長女・久美子生誕生（その後、旧大門町、現在
射水市の笹島家に嫁ぐ）。





昭和 26 年（1951）31 歳  
7 月 第 6 回富山県展「夕映」入選（高岡市商工奨励館）。
11月 第 7 回日展「和室用ラヂオ棚」（漆芸棚）入選（東
京都美術館）。
この頃より主に日展入選者で構成される井波工芸美術






昭和 27 年（1952）32 歳 
11 月 第 8 回日展「初夏漆衝立」入選（東京都美術館）。
昭和 28 年（1953）33 歳 
11 月 第 9 回日展「花菖蒲」（漆芸屏風）入選（東京
都美術館）。
昭和 29 年（1954）34 歳 
11月 第 10 回日展「白日」（漆衝立）入選（東京都美
術館）。
昭和 31 年（1956）36 歳  
7 月 長男・吉秀誕生（現在、キャノン KK 勤務、東京
在住）。
昭和 32 年（1957）37 歳 
11月 第 13 回日展「山之たんぼ 二曲屏風」入選（東
京都美術館）。
昭和 33 年（1958）38 歳  
6月 第 13 回富山県展「段々畑」金賞（富山市商工奨
励館）。
11 月 第 1 回社団法人日展「漆二曲屏風（夕映え）」
入選（東京都美術館）。
昭和 34 年（1959）39 歳  
6 月 第 14 回富山県展 「夕映」銀賞（高岡市立美術館）。
11 月 第 2 回日展「山」（二曲屏風）入選（東京都美
術館）。
12月 第 10 回国体協賛事業第 3 回スポーツ芸術展「群
鶏」（二曲スクリーン）銀賞（銀座松屋）。
昭和 35 年（1960）40 歳 
11 月 第 3 回日展「群鶏（漆屏風）」入選（東京都美
術館）。
昭和 36 年（1959）41 歳  
4 月 母・なを死去、享年 69 歳。
7月 第 16 回富山県展「街」高岡市長賞（高岡市立美
術館）。
11月 第 4 回日展「夜情（漆二曲スクリーン）」入選（東
京都美術館）。
昭和 37 年（1962）42 歳  
2 月 第 1 回全国県展選抜展「漆パネル「街」」文部大
臣賞受賞（高島屋）。





11月 第 5 回日展「青い都市」（漆二曲スクリーン）入
選（東京都美術館）。
昭和 38 年（1963）43 歳  




10 月 第 14 回富山県勤労者美術展審査員（以後 31
年も）。
11月 第 6 回日展「樹影」（漆二曲スクリーン）入選（東
京都美術館）。
昭和 39 年（1964）44 歳 
11 月 第 7 回日展「央」（漆二曲スクリーン）入選（東
京都美術館）。
特選の候補にあがる。
昭和 40 年（1965）45 歳  
4 月 第 4 回日本現代工芸美美術展入選（東京都美術
館）。後、アメリカ、ニュージーランドでの巡回展に出品。
6月 第 20 回富山県展「樹精」金賞（富山県民会館）。
11月 第 8 回日展「寂明」（漆二曲スクリーン）」入選（東
京都美術館）。
昭和 41 年（1966）46 歳 
11 月 第 9 回日展「聚」（漆二曲スクリーン）入選（東
京都美術館）。
昭和 42 年（1967）47 歳  
4月 第 6 回日本現代工芸美術展「聚」（漆パネル）入
選（高島屋、日本橋、なんば）。
6 月 第 22 回富山県展審査員（以後 26 回展、35 回
展も務める）
11月 第 10 回日展「聚」（漆二曲スクリーン）」入選（東
京都美術館）。
昭和 44 年（1969）49 歳  
9 月 長年住み慣れた三日町（西町）の家を離れ、山
見 995-5（堀道）に新築、移転する（この家は、その




昭和 45 年（1970）50 歳 
11 月 第 2 回日展「COMPOSITION ―街」（漆二曲ス
クリーン）」入選（東京都美術館）。
昭和 46 年（1971）51 歳  
4 月 第 10 回日本現代工芸美術展「邑」（漆パネル）
入選（高島屋、日本橋、なんば）。後、ロスアンゼルス、
ヒューストン、シドニー、キャンベラなどの巡回展に出品。
11月 第 3 回日展「映」（漆二曲スクリーン）入選（東
京都美術館）。
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昭和 47 年（1972）52 歳  
1 月 旧井波漆工会会長（53 年まで）。
4月 第 11 回日本現代工芸美術展「礁奏」（漆二曲スク
リーン）入選（東京都美術館）。
横山清が徒弟として入門する（7 年間在籍）。
11月 第 4 回日展「蒼映」（漆二曲スクリーン）入選（東
京都美術館）。
昭和 48 年（1973）53 歳  
3 月 富山県美術連合会評議員。
11月 第 5日展「夜景」入選（東京都美術館）。
昭和 49 年（1974）54 歳 
11 月 第 6 回日展「夢中夢」（漆二曲スクリーン）」入選
（東京都美術館）。
昭和 50 年（1975）55 歳 
11 月 第 7 回日展「飾棚」（漆芸棚）入選（東京都美
術館）。
昭和 51 年（1976）56 歳  
4月 第 15 回日本現代工芸美術展「彩漆飾棚」入選（高
島屋、日本橋、なんば）。
昭和 52 年（1977）57 歳  
1 月 井波美術協会会長（昭和 54 年 1月まで）。
昭和 53 年（1978）58 歳 
11月 第 10 回日展「Vital-78」（漆二曲スクリーン）
入選（東京都美術館）。
昭和 54 年（1975）59 歳  





昭和 55 年（1980）60 歳   
4 月 第 19 回日本現代工芸美術展「幻影」会員出品（高
島屋、日本橋、なんば）。
11 月 第 12 回日展「彩漆映象」（漆二曲スクリーン）
入選（東京都美術館）。
昭和 56 年（1981）61 歳  
4 月 第 20 回日本現代工芸美術展「朱の幻想」（漆二
曲スクリーン）審査員出品（高島屋、日本橋、なんば）。
9月 第 6 回富山県青少年美術展審査員。
昭和 57 年（1982）62 歳  
4 月 第 21 回日本現代工芸美術展「朱景幻想」（漆二
曲スクリーン）会員出品、現代工芸会員賞（高島屋、
日本橋、なんば）。
11 月 第 14 回日展「彩漆幻影」（漆二曲スクリーン）
入選（東京都美術館）
昭和 58 年（1983）63 歳  






昭和 61 年（1986）66 歳 
11 月 旧井波町芸術文化功労者表彰受章。
昭和 62 年（1987）67 歳 
11 月 富山県功労者（知事表彰）受章。
平成 元年（1989）69 歳  
4 月 黄綬褒章受章。
12月 個展（筑波第一ホテル、筑波）。
平成 2 年（1990）70 歳  
5 月 個展（東京セントラル絵画館・銀座）。
10月 個展（ギャラリー カッパ画廊・新宿、柏画廊とも）。
平成 9 年（1997）77 歳  
4 月 新世紀をひらく作家・うるしア トー展「鶴と鯉」
（衝立）出品（松村外次郎記念町立庄川美術館）。



















昭和 43 年（1968）48 歳    
「立山連峰」（漆パネル）富山市教育委員会。
昭和 48 年（1973）53 歳    
「立山連峰」（漆パネル）富山県教育委員会。
昭和 58 年（1983）63 歳    
「立山連峰」（漆パネル）井波町（竹下大蔵大臣に贈呈
される）。
時期は不詳  「蒼映」（漆二曲スクリーン）昭和 47 年第
4 回日展入選作、旧井波町役場町議控え室（現在、南
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砺市井波行政センター）。
平成 14 年（2001）81 歳
「飾棚」（彩漆飾棚）昭和 50 年第 7 回日展入選作、富
山県水墨美術館。 
寄贈作品
平成 13 年（2000）80 歳    
「ナイトスケープ III」（漆パネル）昭和 54 年第 18 回
日本現代工芸美術展入選作、井波公立総合病院（現在、
南砺市民病院）。
平成 14 年（2001）81 歳
 「夜景」（漆二曲スクリーン）昭和 48 年第 5 回日展入
選作、富山県水墨美館。
同上 「彩漆幻影」（漆二曲スクリーン）
昭和 57 年第 14 回日展入選作、富山県水墨美術館。
表彰
昭和 61 年（1986）65 歳 旧井波町芸術文化功労者表彰
昭和 62 年（1987）66 歳 富山県功労者表彰（知事表彰）
平成 元年（1989）69 歳 黄綬褒賞受章
役職
昭和 47 年（1972）1月～昭和 53 年（1978）
1月 井波漆工会会長 
昭和 52 年（1977）1月～昭和 54 年（1979）
1月 井波美術協会会長
※  作品題名の「  」内は作品写真（ブロマイド）から転記し、
「  」の次の（ ）は長谷川が付記。 年譜作成は長谷川





※ 2　 松井建設は、天正 14（1586）年、初代角右衛門
が加賀藩主前田利長公の命により越中守山城（現
在、高岡市）の普請工事に従事したのを創業として














※ 7　 フジミ書房『農商務省第 5 回図案及び応用作品展
覧会図録（復刻版）』フジミ書房、1998、p228
※ 8　 前掲書、『井波町史（下巻）』p903
※ 9　「北日本新聞」朝刊、ふるさと風土記 98 ―井波 伝
統の漆工芸、1.14.2000







のことについて（平成 22 年〔2010〕9 月 13 日）
取材した。







を2 代目、弥平を3 代目、吉蔵（初代）を4 代目、





































郎右衛門 11 代の分家筋。南部は 3 代平尾傳右衛
門伝三に入門。両平尾家とも代々、社寺の塗装を
手がけ、螺鈿・青貝を得意としていた。

































12． 偕行社『同期生名簿昭和 50 年版』（陸軍士官
















平成 22 年（2010）年 9 月に南砺市井波地区で開催







Bulletin of the Faculty of Art and Design,University of Toyama,Vol.5,February 2011 103
104 富山大学 芸術文化学部紀要　第5巻　平成23年2月
